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表3　　運動種目別発生外傷名
野 球
ス　　キ　　ー
柔　　　　　道
バレーボール
体　　　　　操
　（器械も含む）
陸上競　技
ス　ケ　ー　　ト
サ　　ッ　カ　ー
ノミスケットボール
ア
相
剣
卓
ラ
備
ス
撲
道
球
ク　ビ　ー
考
腕関節脱臼，足関節捻挫，足関節脱臼，脈骨脱臼，膝関節捻挫，擁骨下端骨折，肘関節捻挫，上
　　　，頼上骨折，脛骨骨折腕，，
上膳骨骨折，肋骨骨折，瞭骨脱臼，足関節捻挫，腕関節捻挫，腰部捻挫，指骨骨折，野球肩，野
球肘，膝関節捻挫，突指，指伸筋断裂
下腿骨折，足関節脱臼，膝関節挫傷，尾閻痛，腰部捻挫，膝関節捻挫，膝内障
鎖骨骨折，鎖骨肩峰端脱臼，肋骨骨折，上時上端骨折，膝足関節骨折
突指，前時腱鞘炎，肩脾関節捻挫，腕関節捻挫，膝内障
擁骨下端骨折，腕関節脱臼，上臆穎上骨折，上腕頁骨折，肘関節捻挫，足関節挫傷，脛骨骨折，
鯨骨骨折，腓骨脱臼は全て脛腓骨離解（足関節）
脛部関節離開，股関節捻挫，膝関節捻挫，足痛，腰部捻挫，腕関節脱臼，澆骨下端骨折
擁骨骨折，腕関節脱臼，膝関節挫傷，腰部捻挫，足関節脱臼捻挫，鯨骨脱臼，前膳挫傷
膝関節挫傷，股関節捻挫，脛骨骨折，鎖骨肩峰端脱臼，足関節脱臼，足指挫傷
足関節脱臼，突指，アヒレス腱周囲炎，下腿挫傷，前臆挫傷，足痛
テニス肘足関節脱臼捻挫，前臆腱鞘炎，腕関節捻挫
鎖骨骨折，肘関節捻挫，下腿骨折，肋骨骨折，膝関節挫傷
足痛，アヒレス腱皮下断裂
腕関節脱臼，股関節捻挫
擁骨下端骨折，足関節捻挫，膝内障
突指
】y　スポーツ傷害の発生別よりみた
　　一般状態について
　スポーツ障害病名発生数は，図表1の通りであ
．るが，発生部位を大きく三つに区分，即ち躯幹，
上肢，下肢に大別してみれば，躯幹部位に大部分
属している。一般的には挑骨々折，腰部捻挫，足
関節部位が多くみられた。又表1で示すが如く，
春季，秋季に発生頻度が強いのは既報告者と大差
はないが，11月，12月，1月のスキー，スケートシ
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一ズン，に於ては，他県にみられる傷害数より多
く，地域的スポーツ実施の特徴として挙げられる
ものである。本調査でスポーツ種目別に起りやす
い外傷名は表3の通りで，これが原因となる諸条
件は（図表12）の数であった。
　　　V　ま　と　め
（1）保健体育は教育の一部門であり，身体活動を
通じて人間性の発展を計る教育であるが，教育と
共につねに其処に管理が伴はねぽならない。体育
は教育の中で，身体上から入り更に云えば人間性
の向上を企図するものであり，主として身体活動
の実践を通すことが要求される。一面において身
体諸機能の強さを増す積極的な体育を行い，他方
において身体の清潔と，衣食住の注意及傷害疾病
の予防などの消極的な体育をも必要とするもの
である。主として健康ということに目標がおか
れているので，理想的人間の形成を目的とする場
合は，身体活動による体育が実践されなけれぽな
らないことは勿論のことであり，体操，スポーツ，
遊戯，ダンス等の，身体活動は，人間としての行
為と見るべきであり，人間の欲求や満足の活動で
あって，人間形成とは直接に関係のないものと云
える。併し適正な方法で，適度に行われた場合，
人間形成に貢献できる可能性があるもので，身体
活動の価値は必然性に内在するものでなく，この
偶然的可能性を人間形成に利用しようとするのが
体育である。故に現実に於ける体操，スポーツ，
遊戯，ダンスの実現することのできるという前提
において，体育運動となるのであるのが究極的体
育の目的であろう。
（2）学校体育では「望ましい変化」を目標として
最良の方法で学習させ，社会体育は，情況を異に
し対象が不定である。即ち社会体育は，運動場の
設備，運動の機会，運動行事の予定，指導者の数
及適否に依り差が生ずる。かくした面からみても
保健体育は「全人」の発達を考える時，最も有効
な教育手段，又は年齢的から良いとされている学
生層に偏重の嫌いがあったが，最近は職場での厚
生的見地から，社会人もスポーツにすっかりなじ
み，且つ学生層も広範囲にわたるスポーツ活動が
ひらけて来た事は，何よりの事である。併し各種
スポーツの隆盛に比較し，保健，衛生面について
は，未だこれの観念が薄い事は，注意を要するも
のである。特に社会体育指導者（員）は，保健体・
育教師及医師に協力と指導を相談し，知識，技術
の向上をはかると共に，良い助言を与えて，スポ
ー一 c発達に留意されたい。
（3）健康であることは，人間本来の願望である。
最近体力の衰えに対する自衛手段として，手近か・
にできるスポーツとし，マラソンが盛んである
が，つねに自分に合った体力づくりのスポーツ活
動と，疲労回復を念願においての身体修練でない
と，不慮の事故につながるものである。自分の健
康は自分で守るという鉄則を守り，マラソンが「
金のかからぬスポーツ」だからといって，何も死
ぬまで走る事はないであろう。健康法どころか愚
挙であるとマスコミでも報じている。至近の例と
して，F市，市民Vラソンの場合，午前中から晴
天で，正午の気温は31．3度で，この日の最高気温．
は，34，6度に達し，不快指数も全員不快の「83」
であった。救急態勢についても万全を期し，医・
師，看護婦等は勿論，急救車の配意も充分であっ
たが，ラソナーが次々と倒れ始め，約20名にも達
する程の病人が出て，この中の4人は重態で2人
（男21才，29才，）は死亡するという傷害事故で
あったが，2人共に，殆ど同じような症状で，心
不全，腎不全というよりも，日射病のため全身の
臓器から出血したのが死因であったというが，人
間の身体は激しい労働，特にスポーツをそのまま
続けていると，体温調節のために発汗するが，そ
の蒸発の際に，熱を奪って身体表面を冷やすので
あるが，水分や塩分の補給なしに，高温と激しい
運動が続くと，熱が体内に停留して，日射病（熱
射病）となり，眠気，頭痛，吐気がはじまり，狂
乱状態を経て，昏睡状態となる。この前後に発汗
が減り，やがて停止し体温は40度位となり，脈鱒
も180位（通常60～80）にも上がるものである。
死亡した2人は極度の脱水のために昏睡状態とな
り，直腸体温は42度，そして全身の血液循環が悪
くなり，脳，心臓，肝臓，膵臓等が血液不足で，
機能障害を起していたと報じていた。大体この2
人は，不断運動の好きな頑張り屋であり，事前の
健康診断も異常がなかったが，スポーツマラソン
は死につながってしまったのである。事前の予防
知識とし，ときどき目がくらむとか，足が重くな
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るとか，胸を刺すような痛みがあるとか，頭痛，
吐気，めまい等の一つでも出て来たならぽ，即刻
マラソンは中止すべきである。又外見からみて，
足どりが怪しくみえたら，廻りの者が中止するよ
う注意すべきである。完走，完走という風潮が強
いために死亡傷害事故を招いたよい例である。
（4）地域スポーツ振興のためには，地域人々が健
康で明るく，豊かな生活を営み，自己の体力づく
りを図る必要があり，そのため社会スポーツの振
興は，先づ各スポーツを愛好し，これを日常生活
の中で実施する傾向が調査でみられた事は，社会
的背景として，技術革新及，週休2日制の普及に
伴う余暇時間の増加から肉体労働からの解放とい
った社会生活の変化に伴い，体を鍛え，動かす方
法として，スポーツに関心が向けられたものと判
断できる。このような現状から地域スポーツにつ
いては更に身近に，それも手軽に利用できる施設
を確保すると共に，気軽に指導が受けられる指導
者の養成，確保，スポーツクラプの育成及広報活
動の充実を図ること即ち，傷害予防の冠たるもの
と思考される。
（5）基礎環境すべてについてはほぼ充たされ，気
候的ハンデーはややあるが其の他の条件は充たさ
れ，運動実施に支障を期たす事なく概ね良好と云
える。
　併し，市施設，学校施設等での体育運動器具機
材の整備，手入等は不充分であり，特に市営トラ
ックに於ける整地は悪く，スポーツ障害事故の大
きな原因の一つとなっている。砂場は各施設共に
悪く，児童，少年期層の下肢部の捻挫，脱臼はこ
れによって起っている。
（6）傷害発生状態をみても，野球によるものが多
く，大体本県における運動種目の隆盛順位に従っ
ている。
　季節的にみて，スキー，スケートの傷害の多い
のは附近に恵れた滑走場があり，発生順位も調査
数値からみた場合，予想と大差がなかった。
⑦　季節的にみた場合，秋の運動実施は当然であ
り，従ってスポーツ外傷もこの時期に，多く起っ
ている。併し学生層は6月，社会人e＃　4月と運動
実施に，社会生活上からか，両者の発生数は予想
通りであった。スキーによる傷害は社会人の方が
やや多いのは，指導者の不足と自己の不注意によ
るものが多い。
（8）年齢別からみると，年齢の重むにつれて傷害
は逐次減少されているが，30才以上になるとスポ
ー・ c運動に参加しない場合の減少で一考を要する
ものである。
　併し社会人の軽いレクリェーションへの参加は
盛んであるようである。スポーツ年齢での遊動参
加は殆ど学生層に未だ限られている感が強いよう
である。
（9）スポーツ傷害の種類は，非常に数多く老年層
に入ってのスポーツ傷害は，自己の体力無視又は
不本意乍ら，進められるままの参加で，準備運動
等の不足もあるが，地域の運動会，会社のレクリ
ェーション参加等の参加者に多かった。その他に
ついては従来の統計でみられる如く，下肢，特に
膝関節の挫傷，足関節捻挫，脱臼，腰痛等が多か
った。
⑩　スポーツ外傷の原因について我々が学生約
450名についての調査を実施したが，未熟練不可
抗力，練習不足，緊張の欠如，その他の順となっ
ていた。
鋤　よくみられるスポーツの外傷，傷害，障害は
外傷では少数に頭部，頸推，推体骨折，胸壁の損傷
がみられ，主として下肢損傷が多く，傷害では腰
痛，足痛が特に多かった。障害では高年齢者に変
形性及退行性変化によるものが多かった。
⑫　救急処置については，日本赤十字社救急法講
習会の特別教育を行い，日本赤十字社救急法救急
員の資格を有する者が本学には22名おるが，一般
処置として，止血法，包帯法，人口呼吸，マッサ
ージ等スポーツでよくみられる疾患救急処置等の
教育の必要を感じた。
a3）スポーツ実施中に起きた種目別X線写真例を
夫々示した。
一53一
fig　1脛骨々折
fig　2頭蓋骨折
fig　3前腕骨折
fig　4非骨々折
fig　5　掌手指骨々折
fig　6控骨々折
fig　7　大腿骨々折
fig　8環指関節脱臼
陸上競技
一一・ﾊ体操・前方廻転
スケート
相　　撲
ノ、ンドボーノレ
体　　操
スキー
バスケットボール
♂
♂
♂
♂
♀
♂
♂
♀
fig　9指骨々折
figl　O鎖骨々折
figl　1前腕骨折
figl2下腿骨折
Viおわりに
バレーボール
鉄　　樺
スキー
サッカー
♂
♂
♂
♂
　保健体育中のスポーツ障害について我々は管理
と指導と奉仕生活多忙の中で，チームワークをと
り乍らもどうにか以上スポーツに依る障害のある
程度の数的まとめではあったが，研究調査の第一
歩とすれば何とか，地域実施スポーツの，その外
傷，傷害障害の実態を把握し，その原因をもつか
む事ができ得たのは，今後のために多いに参考と
なった。現在の本学の理念としても，教育（福祉
体育）研究，サービス（リハビリテーション）の
三つの機能を一体として持ち，地域人々と学生諸
君のために保健体育（福祉も含む）向上に寄与す
べき任務と役割を思う時，何を先づ果たしてよい
か，とまどう事もある。病めると健康であるとを
問わず，人間に接し，その生命にかかわる仕事に
従事する精神と思想を培い巾広い視野と適切な判
断の基につねに行動し，実践力のある人間形成を
教育する場でなければならぬと思っている。その
中でスポーツの果たす役割は，古い伝統のもとに
スポーツを中心にした体育が行われている我が地
域でe＃　，非常に期待の大きいものがある。心理学
的に多く，生理学的解剖学的に夫々解析し，身体
構造と機能の両面からなされていることを理解
し，主として神経，筋，骨格によって行われる身
体運動の障害について特に留意して行きたい。諸
外傷の原因をみると，止む得ない場合もあるが大
多数の人達は，無理押しが多く，準備運動の未実
施である。これ等原因はある程度，ぼ）個人の発育
差及体力差の熟知゜（U）個人の適性を知っておく。
内トレーニング方法を考える。（＝）その日の個人の
身体状況を知る。因準備，整理体操の適正。内休
養，睡眠，栄養に注意。等常に注意をせねばなら
ねものである。「一つの予防は百の治療にまさ
る」と云われるように，予防に万全をつくすべき
である。以上未だ原因，誘因，予防及発生の機転，
発生部位等，研究調査の余地を残し，又種X“の問
題も多々あろうが，医学との連絡協同をより一層
密にすると共に，指導に万全を期し，傷害障害に
よる心理的影響をなくし，体育運動の発展を阻害
せぬよう心掛けねぽならない。
、我々の本調査研究をまとめるに当り，特に協力
を戴いた安藤病院，又御多忙の中，熱心に御指導
を賜った安藤病院理事長，安藤暉子博士（上田女
子短大教授），本学，高野豊文教授，公認スポー
ツ指導員，土屋芳則氏に深甚の謝意を表します。
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